


会
員
と
し
て
、
20
年
、
15
年
及
び
10

年
の
永
き
に
わ
た
り
、
そ
の
豊
か
な
経

験
と
知
識
を
発
揮
し
、
セ
ン
タ
ー
の
発

展
振
興
に
寄
与
さ
れ
、
そ
の
業
績
が
認

め
ら
れ
た
皆
さ
ま
に
表
彰
状
・
記
念
品

の
贈
呈
が
総
会
の
席
上
で
行
わ
れ
、
表

彰
者
を
代
表
し
て
内
野
正
男
様
よ
り
謝

辞
を
い
た
だ
き
ま
し
た
。
表
彰
者
の
皆

さ
ん
、
今
後
も
さ
ら
な
る
活
躍
を
ご
期

待
申
し
上
げ
ま
す
。
誠
に
お
め
で
と
う

ご
ざ
い
ま
し
た
。

入
会
後
20
年
を
経
た
会
員
　

新
田
　
幸
男
　
　
内
野
　
正
男
　

入
会
後
15
年
を
経
た
会
員
　

田
端
　

進
　

新
田
　
延
男

入
会
後
10
年
を
経
た
会
員
　

小
菅
美
千
子
　
　
鈴
木
　
次
男

熊
野
　
政
典
　
　
安
藤
　
昭
夫

五
島
　
純
雄
　
　
吉
野
　
益
雄

安
藤
　
善
之
　
　
則
松
　
尚
子

伊
坂
　
み
さ
　
　
阿
久
澤
千
代
三

(

敬
称
略)
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表
　
　
　
　
彰

が
選
出
さ
れ
、
議
事
に
入
り
ま
し
た
。

始
め
に
、
報
告
事
項
と
し
て
、
平
成

30
年
度
補
正
予
算
、
監
査
報
告
、
平
成

30
年
度
事
業
報
告
、
令
和
元
年
度
事
業

計
画
及
び
収
支
予
算
、
次
に
議
案
と
し

て
定
款
の
一
部
変
更
、
平
成
30
年
度
収

支
決
算
、
及
び
理
事
の
選
任
に
つ
い
て

提
案
さ
れ
、
い
ず
れ
も
原
案
ど
お
り
可

決
承
認
さ
れ
ま
し
た
。

会
員
の
皆
様
に
は
、
地
域
に
お
け
る

社
会
参
加
や
健
康
の
維
持
、
そ
し
て
生

き
が
い
の
あ
る
生
活
実
現
の
た
め
、
活

躍
い
た
だ
い
て
お
り
ま
す
こ
と
に
感
謝

申
し
上
げ
ま
す
。
さ
て
、
当
セ
ン
タ
ー

で
は
、
平
成
30
年
度
に
策
定
い
た
し
ま

し
た
中
期
計
画
に
基
づ
き
事
業
を
着
実

に
推
進
し
て
い
る
と
こ
ろ
で
ご
ざ
い
ま

す
。
初
め
に
事
業
実
績
で
す
が
、
会
員

数
は
44
人
減
の
278
人
と
な
り
ま
し
た
。

ま
た
、
就
業
率
は
、
83
・
09
％
と
前
年

度
よ
り
増
加
し
た
も
の
の
受
注
件
数
で

は
、
77
件
減
の
１
４
３
４
件
、
契
約
金

額
で
は
、
約
３
千
６
２
３
万
円
減
の
１

億
２
千
２
９
６
万
円
と
な
り
ま
し
た
。

減
少
の
主
な
要
因
は
、
適
正
就
業
の
観

点
か
ら
契
約
事
業
所
に
お
い
て
請
負
か

ら
派
遣
へ
と
就
業
形
態
の
変
更
、
ロ
ー

テ
ー
シ
ョ
ン
就
業
を
実
施
し
た
こ
と
に

よ
り
、
適
切
な
就
業
人
数
の
確
保
が
困

難
で
あ
っ
た
た
め
、
事
業
所
と
の
契
約

を
解
除
さ
せ
て
い
た
だ
い
た
こ
と
に
よ

令
和
元
年
度
定
時
総
会
が
、
６
月
13

日
「
パ
ト
リ
ア
お
が
わ
」
で
開
催
さ
れ

ま
し
た
。
来
賓
に
、
小
川
町
長
松
本
恒

夫
様
並
び
に
町
議
会
議
長
松
本
修
三
様

に
ご
出
席
を
賜
り
、
町
長
に
は
「
人
生

の
先
達
と
し
て
、
豊
富
な
知
識
や
経
験

を
若
い
世
代
に
ご
教
示
い
た
だ
く
な
ど
、

地
域
づ
く
り
、
人
づ
く
り
の
面
か
ら
も

ご
支
援
く
だ
さ
い
ま
す
よ
う
お
願
い
申

し
上
げ
ま
す
」。

ま
た
議
長
に
は
「
行
政
と
と
も
に
健

康
で
働
く
意
欲
あ
る
高
齢
者
の
皆
様
の

多
種
多
様
な
技
術
を
生
か
し
た
地
域
社

会
の
参
加
等
を
応
援
し
て
い
き
た
い
と

思
っ
て
お
り
ま
す
」
と
の
お
言
葉
を
い

た
だ
き
ま
し
た
。

理
事
長
の
開
会
宣
言
に
続
き
、
岸
野

事
務
局
長
よ
り
、
議
決
権
の
あ
る
会
員

総
数
264
名
に
対
し
て
、
出
席
会
員
数

（
委
任
状
及
び
議
決
権
行
使
書
を
含
む
）

は
178
名
で
定
足
数
を
満
た
し
て
い
る
と

し
、
総
会
の
成
立
が
宣
言
さ
れ
ま
し
た
。

議
長
に
、
副
理
事
長
の
藤
野
兼
次
氏

定
時
総
会
概
要

原
　
久
夫

理事長

定　時　総　会　開　催

る
も
の
で
す
。
一
方
、
派
遣
事
業
の
実

績
に
お
い
て
は
、
派
遣
に
変
更
し
た
こ

と
に
よ
り
、
契
約
金
額
は
７
６
１
万
円

増
の
８
２
７
万
円
と
な
り
ま
し
た
。

次
に
運
営
面
で
は
、
各
種
講
習
会
を

通
じ
て
会
員
の
安
全
意
識
の
徹
底
や
技

能
・
知
識
の
向
上
に
努
め
る
と
と
も
に
、

そ
の
他
諸
施
策
を
実
施
し
、
就
業
に
対

す
る
安
全
対
策
と
事
故
を
未
然
に
防
止

す
る
た
め
の
措
置
を
講
じ
た
と
こ
ろ
で

ご
ざ
い
ま
す
。
ま
た
、
緑
地
作
業
に
お

け
る
熱
中
症
対
策
と
し
て
、
夏
季
就
業

期
間
中
の
一
定
期
間
を
就
業
休
止
、
ま

た
、
職
種
に
よ
っ
て
は
就
業
開
始
時
間

を
早
め
る
な
ど
の
予
防
対
策
を
講
じ
た

と
こ
ろ
で
す
。

さ
て
、
働
き
方
改
革
に
よ
る
「
雇
用

年
齢
の
延
長
」
な
ど
に
よ
り
、
シ
ル
バ

ー
事
業
を
取
り
巻
く
環
境
は
、
な
お
一

層
厳
し
さ
が
増
し
て
き
て
お
り
、
当
セ

ン
タ
ー
で
は
、
財
政
面
、
会
員
数
並
び

に
就
業
機
会
の
拡
充
に
つ
い
て
は
大
変

厳
し
い
状
況
と
な
っ
て
い
ま
す
。
こ
れ

ら
を
踏
ま
え
、
平
成
31
年
４
月
１
日
よ

り
安
定
的
な
財
源
を
確
保
す
る
た
め
、

会
員
の
就
業
時
に
お
け
る
事
務
費
率
を

改
定
い
た
し
ま
し
た
。
公
共
事
業
で
は

据
置
き
と
す
る
も
の
の
、
個
人
・
民
間

事
業
所
に
お
い
て
、
現
行
の
８
％
か
ら

２
％
引
き
上
げ
、
公
共
と
同
様
に
10
％

と
い
た
し
ま
し
た
。
さ
ら
に
町
の
生
活

支
援
事
業
が
開
始
さ
れ
た
こ
と
に
と
も

な
い
、
セ
ン
タ
ー
で
は
そ
の
担
い
手
と

し
て
就
業
機
会
の
確
保
を
行
い
、
国
で

は
法
改
正
に
よ
り
派
遣
又
は
職
業
紹
介

で
の
働
き
方
に
お
い
て
就
業
時
間
が
拡

充
さ
れ
る
こ
と
と
な
り
ま
す
。
当
セ
ン

タ
ー
と
い
た
し
ま
し
て
も
こ
の
よ
う
な

新
た
な
就
業
機
会
を
有
効
活
用
す
る
と

同
時
に
、
派
遣
事
業
の
推
進
に
取
り
組

ん
で
ま
い
り
た
い
と
思
い
ま
す
。

定
時
総
会
挨
拶

受 賞 者 挨 拶
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平
成
30
年
度
　
第
３
回

開
催
日

平
成
31
年
１
月
25
日

一
、
議
　
事

(1)
専
決
処
分
の
承
認
の
件

・
職
員
給
与
規
程
の
一
部
を
改

正
す
る
規
程

・
利
益
相
反
取
引

(2)
新
会
員
の
承
認
の
件

(3)
事
務
費
率
の
改
正
の
件

二
、
協
議
事
項

(1)
配
分
金
支
払
日
の
変
更
の
件

三
、
報
告
事
項

(1)
利
益
相
反
取
引
の
終
了
報
告

(2)
平
成
30
年
度
就
業
先
の
申
込
状
況

(3)
各
委
員
会
の
経
過
報
告

(4)
埼
玉
県
内
の
シ
ル
バ
ー
人
材
セ

ン
タ
ー
愛
称
決
定

平
成
30
年
度
　
第
４
回

開
催
日

平
成
31
年
３
月
15
日

一
、
議
　
事

(1)
平
成
30
年
度
補
正
予
算
（
第
２

号
）
の
件

(2)
平
成
31
年
度
事
業
計
画
の
件

(3)
平
成
31
年
度
収
支
予
算
の
件

(4)
利
益
相
反
取
引
の
件

二
、
協
議
事
項

(1)
賠
償
責
任
保
険
に
係
る
免
責
額

の
会
員
負
担
の
件

三
、
報
告
事
項

(1)
理
事
長
、
副
理
事
長
及
び
専
務

理
事
の
職
務
執
行
状
況
報
告

総
会
に
お
い
て
、
新
た
に
理
事
に
選

任
さ
れ
た
方
々
で
す
。

＊
前
期
ま
で
務
め
ら
れ
ま
し
た
理
事
の

方
々
に
は
、
大
変
お
疲
れ
様
で
し
た
。

（
退
任
者
）

内
田
　

清

（
理
事
）

藤
野
　
兼
次
（
理
事
）

梅
澤
　
弘
之
（
理
事
）

代
表
理
事

原
　
　
久
夫

代
表
理
事

中
西
　
貞
夫

理
　
事

荒
井
　
基
明

海
野
　
四
郎

青
木
　
　
子

山
口
　
孝
二

笠
原
　
勝
彦

松
本
　
研
二

田
端
　
文
夫

清
水
　
秦
子

下
山
由
記
子

檜
山
　
憲
二

則
松
　
尚
子

専
務
理
事

岸
野
　
敏
彦

監
　
事

金
親
　
弘
育

飯
野
　
豊
司

理

事

長

副

理

事

長

区

長

会

長

老
人
ク
ラ
ブ
連
合
会
長

行

政

広

報

担

当

地

域

班

担

当

職

域

班

担

当

福
利
厚
生
担
当

福
利
厚
生
担
当

福
利
厚
生
担
当

安
全
適
正
担
当

安
全
適
正
担
当

事

務

局

長

新
役
員
の
紹
介

理

事

会

報

告

（
敬
称
略
）

尚
、任
期
は
令
和
２
年
度
定
時
総
会
ま
で

新
　
役
　
員
　
一
　
覧

(2)
継
続
就
業
会
員
の
期
限
満
了
に

伴
う
就
業
者
の
決
定

(3)
お
客
様
満
足
度
調
査
報
告

令
和
元
年
度
　
第
１
回

開
催
日

令
和
元
年
５
月
23
日

一
、
議

事

(1)
専
決
処
分
の
承
認
の
件

・
平
成
30
年
度
補
正
予
算
（
第

３
号
）
の
件

・
利
益
相
反
取
引

(2)
定
款
の
一
部
変
更
の
件

(3)
事
務
費
規
程
の
一
部
を
改
正
す

る
規
程
の
件

(4)
平
成
30
年
度
事
業
報
告
の
件

(5)
平
成
30
年
度
収
支
決
算
の
件

(6)
令
和
元
年
度
補
正
予
算
（
第
１

号
）
の
件

(7)
理
事
選
任
の
件

(8)
令
和
元
年
度
定
時
総
会
開
催
の

件
(9)
表
彰
対
象
者
承
認
の
件

令
和
元
年
度

第
１
回
臨
時
理
事
会

開
催
日

令
和
元
年
６
月
13
日

一
、
議

事

(1)
副
理
事
長
の
選
任
の
件

藤
野
副
理
事
長
の
後
任
に
中
西

貞
夫
理
事
が
選
任
さ
れ
ま
し
た
。

檜山 憲二　 山口 孝二　　 荒井 基明

中西 貞夫

副理事長
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平
成
30
年
度
末
の
会
員
数
は
278
人
（
前
年
度
比
44
人
減
）、
ま
た
就
業
状
況
に
お
い
て
、
就

業
率
で
は
若
干
の
伸
び
を
示
し
た
も
の
の
、
会
員
数
と
同
様
に
年
間
受
託
件
数
、
契
約
金
額

は
減
少
い
た
し
ま
し
た
。
適
正
就
業
の
観
点
か
ら
派
遣
へ
の
切
替
え
、
並
び
に
事
業
所
と
の

契
約
解
除
等
に
よ
り
、
特
に
民
間
事
業
所
と
の
契
約
金
額
、
さ
ら
に
は
就
業
延
人
員
に
も
大

き
く
影
響
い
た
し
ま
し
た
。

続
い
て
会
員
の
平
均
年
齢
で
す
が
、
72.1
歳
と
前
年
度
と
比
べ
0.3
歳
高
く
な
っ
て
お
り
、
会

員
の
高
齢
化
が
年
々
進
ん
で
い
ま
す
。

会
員
数
が
減
少
す
る
中
、
セ
ン
タ
ー
の
発
展
の
た
め
に
は
、
会
員
数
の
拡
大
は
必
要
不
可

欠
で
す
の
で
、
皆
さ
ん
の
友
人
や
地
域
の
方
々
に
セ
ン
タ
ー
へ
の
加
入
の
勧
誘
を
お
願
い
し

ま
す
。 平

成
30
年
度
事
業
実
績
の
概
要

前年差

△36,231
733
△50
1,869

1
△33,678

△30,074
△1,034
△31,108
△2,570

8,649
△105
5,974

29年度

158,827
32
652

17,331
58

176,900

171,501
5,504

177,005
△105

0
17,036
16,931

30年度

122,596
765
602

19,200
59

143,222

141,427
4,470

145,897
△2,675

8,649
16,931
22,905

科　　目
経常増減の部
経常収益
受託事業収益
労働者派遣事業受託収益
受取会費
受取補助金等
その他収益
経常収益合計

経常費用
事業費
管理費
経常費用合計

当期経常増減額
経常外増減の部
経常外増減額
一般正味財産期首残高
正味財産期末残高

平成30年度正味財産増減計算書比較表 （単位：千円）

平成30年度事業実績比較表
会員数・受託件数

契約金額・就業実人員・就業延人員・就業率

会員の年齢別、男女別の状況

【 地　域　班 】

【 職　域　班 】

年度 男

公 共

60歳～
64歳

65歳～
69歳

70歳～
74歳

75歳～
79歳 80歳以上 計 平均年齢

女

民 間

計

個 人

公 共

計

民 間

（人）

個 人

（人）

計

（％）年度

性別

区分 会 員 数（人）

契　約　金　額（円）

受　託　件　数（件）

就業実人員 就業延人員 就業率区分

年齢

30年度
29年度
前年差

30年度
29年度
前年差
（％）

男
女
計

39,466
39,191
275
0.7

人
13
4
17

人
60
22
82

人
63
24
87

人
48
15
63

人
26
3
29

人
210
68
278

％
6.2
5.9
6.1

％
28.6
32.4
29.5

％
30.0
35.3
31.3

％
22.8
22.0
22.7

％
12.4
4.4
10.4

％
100.0
100.0
100.0

歳
72.3
71.5
72.1

59,291
93,895
34,604
△36.9

23,839
25,740
△1,901
△7,4

122,596
158,826
△36,230
△22.8

231
266
△35
△13.2

24,859
31,767
△6,908
△21,7

83.1
82.6
0.5

210
249
△39

68
73
△5

278
332
△44

71
80
△9

290
273
17

1,073
1,158
△85

1,434
1,511
△77

地区

職域班名

地区

職域班名

小
　
　
川

東小川

竹
沢

八
和
田

大
河1班

植木1・2班
草 刈 班
除 草 班
技能・技術班
民 間 １ 班
民 間 ２ 班

民 間 ３ 班
公 共 １ 班
公 共 ２ 班
公 共 ３ 班
公 共 ４ 班
公 共 ５ 班

檜山 憲二
吉田 重次
吉田 良子
松本　 実
市村 藤吉
松本 研二

工藤 栄
岡部 隆
神澤　 猛
田中 良
中西 貞夫
石川 佳右

2班
1班

緑地作業

書道・大工・塗装・襖障子張替等
病院・特別養護ホーム施設管理
民間工場内作業

民間企業等清掃
総合運動場管理等
総合福祉センター（夜間管理・清掃）
図書館清掃
公民館等管理
役場駐車場管理 他

本１・本２・仲町・稲荷町・錦町・
神明町・下小川1～3・ダイアパレス・
ホーユーパレス・池田(小川)

青山・飯田・増尾・古寺
腰越1～2・腰中・腰上

大塚1～4・相生町・大関町・
松若町・緑町・旭町・幸町・
栄町・春日町・コスモ小川町

上横田・下横田・中爪・奈良梨・
能増・高見・前高谷・中高谷・後伊・
高谷南・西古里・中爪グリーンヒル

角山中・上・池田(角山)・下里・
みどりが丘(県営団地含む) 東小川1～6

原川・笠原・靭負・木部・深田・
下勝呂・上勝呂・木呂子

藤野 兼次 田口 茂雄
田端 文夫

小澤 秀作

笠原 勝彦

下山由記子

友重 陽博
金親 弘育

2班

1班

1班

3班

班 班担　当　地　域

就業先・他

担　当　地　域

就業先・他

班　長

班　長

班　長

班　長
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一
昨
年
の
７
月
か
ら
お
世
話
に
な

っ
て
い
ま
す
。

就
業
先
の
山
崎
工
場
は
、
槻
川
の

ほ
と
り
に
あ
り
緑
豊
か
な
と
こ
ろ
で

す
。
春
に
は
、
矢
岸
橋
あ
た
り
の
桜

並
木
も
見
事
で
、
笠
山
を
前
方
に
見

て
通
勤
で
き
る
ロ
ケ
ー
シ
ョ
ン
に
満

足
し
て
い
ま
す
。

作
業
部
屋
の
窓
を
開
け
れ
ば
、
畑

や
田
圃
が
広
が
り
、
水
路
に
は
沢
ガ

ニ
も
生
息
し
て
お
り
ま
す
。
自
然
大

好
き
な
自
分
に
は
願
っ
て
も
な
い
職

場
で
す
。

当
初
は
、
シ
ル
バ
ー
の
先
輩
（
写

真
向
か
っ
て
右
　
福
島
さ
ん
）
と
２

人
で
し
た
が
、
後
に
パ
ー
ト
さ
ん
４

人
が
加
わ
り
、
現
在
６
人
体
制
で
シ

フ
ト
を
組
ん
で
い
ま
す
。
働
く
意
欲

の
あ
る
方
ば
か
り
な
の
で
、
変
に
気

遣
う
こ
と
も
な
く
、
和
気
あ
い
あ
い

と
や
っ
て
い
ま
す
。

仕
事
の
内
容
は
、
ガ
ス
ケ
ッ
ト
の

シ
ー
ル
材
接
着
及
び
梱
包
作
業
で
す
。

約
２
cm
幅
で
厚
さ
２
mm
位
の
部
材
を

横
長
の
長
方
形
に
組
み
ま
す
。
そ
れ

ぞ
れ
に
凹
凸
が
あ
り
、
こ
の
面
に
接

着
剤
を
塗
布
し
、
接
合
さ
せ
る
作
業

で
す
。
こ
れ
が
な
か
な
か
難
し
い
。

乾
燥
し
な
い
と
結
果
が
解
ら
な
い
処

が
非
常
に
悩
ま
し
く
、
皆
で
日
々
塗

布
の
方
法
を
語
り
合
い
、
工
夫
し
て

い
ま
す
。

鶯
の
鳴
き
声
に
混
ざ
り
、
近
頃
は

蛙
ま
で
鳴
き
だ
し
、
仕
事
場
の
外
は

賑
や
か
で
す
。
私
も
元
気
な
限
り
働

き
た
い
と
考
え
て
い
ま
す
。
シ
ル
バ

ー
人
材
セ
ン
タ
ー
の
皆
さ
ん
に
は
、

こ
れ
か
ら
も
お
世
話
に
な
り
ま
す
。

よ
ろ
し
く
お
願
い
致
し
ま
す
。

新
会
員
紹
介

退
職
後
は
、
自
分
の
時
間
と
地
域

の
皆
様
と
の
交
流
に
と
、
自
治
会
の

行
事
に
積
極
的
に
参
加
し
、
現
役
の

時
に
出
来
な
か
っ
た
事
を
し
て
き
ま

し
た
。
毎
日
を
自
由
に
送
っ
て
、
早

や
５
年
経
ち
ま
し
た
。

２
年
前
か
ら
シ
ル
バ
ー
人
材
セ
ン

タ
ー
の
広
報
紙
を
読
ん
で
、
働
け
る

仕
事
が
有
れ
ば
と
、
一
歩
踏
み
出
す

の
が
遅
か
っ
た
か
な
と
思
い
な
が
ら
、

入
会
申
込
書
を
出
し
ま
し
た
。
幸
運

に
も
、
６
月
よ
り
大
塚
コ
ミ
ニ
テ
ィ

セ
ン
タ
ー
の
仕
事
を
与
え
ら
れ
ま
し

た
。
５
月
中
は
、
先
輩
の
皆
様
か
ら

の
御
指
導
を
頂
き
、
６
月
よ
り
本
格

的
に
５
名
シ
フ
ト
制
の
施
設
管
理
に

従
事
し
て
い
ま
す
。

１
名
で
の
就
業
で
不
安
も
有
り
ま

す
が
、
元
気
と
笑
顔
に
は
自
信
を
持

っ
て
い
ま
す
。
利
用
す
る
皆
様
を
笑

顔
で
迎
え
、
多
く
の
皆
様
と
の
出
会

い
を
大
切
に
、
気
持
ち
良
く
活
用
頂

け
る
よ
う
努
力
し
て
行
き
た
い
と
思

い
ま
す
。

シ
ル
バ
ー
人
材
セ
ン
タ
ー
会
員
の

一
員
と
し
て
責
任
を
持
ち
、
日
々
努

力
し
て
参
り
ま
す
。

私
は
、
今
年
１
月
に
シ
ル
バ
ー
人

材
セ
ン
タ
ー
に
入
会
し
大
変
お
世
話

に
な
っ
て
お
り
ま
す
。

足
に
痛
み
が
で
て
退
職
。
自
宅
で

野
菜
作
り
や
剪
定
な
ど
し
つ
つ
、
少

し
ず
つ
体
を
動
か
し
て
足
の
痛
み
も

良
く
な
り
、
ウ
ォ
ー
キ
ン
グ
を
始
め
、

少
し
ず
つ
距
離
を
伸
ば
し
、
毎
日
ウ

ォ
ー
キ
ン
グ
が
出
来
る
よ
う
に
な
り

ま
し
た
。

何
か
仕
事
を
し
た
い
と
思
い
、
月

１
回
行
わ
れ
る
入
会
説
明
会
に
参
加

し
、
仕
事
の
仕
組
み
を
説
明
し
て
い

た
だ
き
、
入
会
し
よ
う
と
思
い
ま
し

た
。以

前
か
ら
、
自
宅
で
剪
定
・
草
刈

を
し
て
い
た
の
で
、
植
木
班
に
入
会

さ
せ
て
い
た
だ
き
ま
し
た
。

色
々
不
安
が
有
り
ま
し
た
が
、
事

務
の
方
・
植
木
班
の
方
に
仕
事
の
流

れ
な
ど
丁
寧
に
指
導
し
て
い
た
だ
き
、

少
し
ず
つ
な
れ
て
き
ま
し
た
。

仕
事
先
で
、
お
客
様
か
ら
「
き
れ

い
に
な
り
ま
し
た
ね
」
の
一
言
が
自

分
の
は
げ
み
に
な
り
、
入
会
し
て
よ

か
っ
た
と
思
い
ま
す
。

こ
れ
か
ら
も
シ
ル
バ
ー
人
材
セ
ン

タ
ー
の
皆
様
に
お
世
話
に
な
り
な
が

ら
頑
張
っ
て
働
き
た
い
と
思
い
ま
す
。

よ
ろ
し
く
お
願
い
致
し
ま
す
。

鯨井 民夫

小野　勝昭
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妻
は
、
フ
ラ
ダ
ン
ス
に
夢
中
で
す
。

毎
年
ド
レ
ス
を
作
っ
た
り
、
泊
り
で
フ

ラ
ダ
ン
ス
を
踊
り
に
行
っ
た
り
し
て
い

ま
す
。

私
が
、
62
歳
の
誕
生
日
に
妻
が
、「
私

に
は
老
後
の
趣
味
と
し
て
フ
ラ
ダ
ン
ス

が
あ
り
ま
す
。
あ
な
た
に
は
、
何
も
な

い
の
で
書
道
教
室
を
申
し
込
ん
で
お
い

た
わ
」
と
勝
手
な
こ
と
を
言
い
ま
し
た
。

「
手
を
動
か
す
か
ら
ボ
ケ
防
止
に
な

っ
た
り
、
友
達
も
で
き
て
ち
ょ
う
ど
い

い
わ
ね
」
で
す
っ
て
。
い
や
い
や
な
が

ら
も
月
２
回
、
中
央
公
民
館
の
お
が
わ

書
道
教
室
に
通
い
始
め
て
５
年
、
は
じ

め
は
筆
の
持
ち
方
、
墨
の
つ
け
方
、
筆

の
運
び
方
な
ど
、
何
も
か
も
で
き
ま
せ

ん
で
し
た
が
、
ど
う
に
か
続
け
て
き
ま

し
た
。

書
道
は
５
年
間
、
先
生
の
教
え
を
守

っ
て
い
る
と
、
自
分
の
中
に
変
化
が
起

こ
る
そ
う
で
す
。
４
年
を
過
ぎ
た
こ
ろ

か
ら
時
々
、
書
類
に
字
を
書
い
て
い
る

と
、「
あ
れ
っ
、
少
し
字
が
う
ま
く
な
っ

た
か
な
」
と
思
う
時
が
あ
り
ま
す
。
心

技
と
も
に
な
ん
だ
か
教
え
が
わ
か
る
よ

う
な
気
が
し
て
い
ま
す
。

今
年
、
５
段
に
昇
段
し
ま
し
た
。
少

し
や
る
気
も
出
て
き
て
、
も
う
少
し
続

け
て
み
よ
う
と
思
い
ま
す
。
書
道
会
の

山
崎
先
生
に
感
謝
、
仲
間
に
感
謝
、
そ

し
て
妻
に
大
感
謝
。

行
政
区
の
本
一
か
ら
現
在
の
下
小
川

二
区
（
大
豆
五
駄
）
に
転
居
し
て
30
有

余
年
。

冬
の
ボ
ー
ナ
ス
の
大
半
を
使
っ
て
、

植
木
を
購
入
し
た
こ
と
が
き
っ
か
け
で
、

庭
木
に
興
味
を
持
つ
よ
う
に
な
り
ま
し

た
。
数
少
な
い
盆
栽
へ
の
水
や
り
、
植

木
の
剪
定
な
ど
で
す
。

年
寄
り
が
亡
く
な
っ
て
、
盆
栽
が
枯

れ
て
し
ま
っ
た
と
の
話
を
聞
く
に
つ
け
、

先
を
案
ず
る
、
今
日
こ
の
頃
で
す
。
時

々
深
谷
市
に
あ
る
県
の
花
植
木
セ
ン
タ

ー
へ
足
を
運
び
、
目
を
肥
や
し
て
い
ま

す
。次

が
ゴ
ル
フ
で
す
。
ベ
ス
ト
ス
コ
ア

は
79
で
す
が
「
今
は
昔
」
で
す
。
現
在

は
100
を
切
る
の
が
や
っ
と
で
す
が
、
春
、

秋
の
年
二
回
行
わ
れ
る
高
校
の
友
達
と

の
コ
ン
ペ
と
、
下
小
川
地
区
の
コ
ン
ペ

な
ど
に
参
加
し
て
い
ま
す
。

高
校
の
コ
ン
ペ
も
20
年
余
り
続
い
て

い
ま
す
が
、
今
で
は
、
生
き
て
い
る
こ

と
を
確
認
す
る
集
り
と
な
っ
て
い
る
感

じ
が
し
な
い
で
も
あ
り
ま
せ
ん
。

車
の
「
ハ
ン
ド
ル
の
遊
び
」
と
同
様

に
余
裕
を
大
切
に
、
日
々
楽
し
く
過
ご

し
た
い
も
の
で
す
。

山田　敏弘

西川　誠夫
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令
和
元
年
ス
タ
ー
ト
の
本
年
、
会
員

の
高
齢
化
に
伴
う
会
員
数
の
減
少
・
派

遣
就
業
へ
の
移
行
等
に
依
る
就
業
先
の

減
少
等
、
シ
ル
バ
ー
人
材
セ
ン
タ
ー
の

各
努
力
に
も
拘
わ
ら
ず
、
か
な
り
厳
し

い
状
況
に
有
り
ま
す
。

会
員
各
位
に
は
、
会
員
数
の
増
加
や

募
集
時
の
就
業
先
へ
の
就
業
希
望
等
を

積
極
的
に
し
て
頂
き
た
い
。

ま
た
、
今
夏
も
厳
し
い
天
候
に
依
り
、

体
調
を
壊
さ
ぬ
様
、
体
調
管
理
に
充
分

に
留
意
し
、
お
過
ご
し
下
さ
い
。

令和2年2月までの
事業予定

８月・安全運転管理者講習会

・刈払機等従事者安全衛

生教育講習会

９月・応急処置講習会

１０月・理事会

・普及啓発活動

（福祉まつりへの参加）

・令和２年度就業先「空

情報」の公開・申込開始

１１月・シルバーおがわ創作展

１２月・期限満了就業先への就

業希望者説明会

１月・理事会

２月・広報『シルバーおがわ』

３４号発行

・期限満了就業先への就

業希望者面接会

・交通安全教室

＊予定は変更になる場合があります

広
報
委
員
会

①

広
報
紙

平
成
31
年
２
月
１
日

「
シ
ル
バ
ー
お
が
わ
」
32
号
発
行

安
全
・
適
正
就
業
委
員
会

①

交
通
安
全
教
室

平
成
31
年
２
月
20
日

小
川
町
総
合
福
祉
セ
ン
タ
ー

27
名
参
加

②

植
木
剪
定
講
習
会

平
成
31
年
３
月
11
日

小
川
町
竹
沢
公
民
館

17
名
参
加

③

草
刈
機
械
取
扱
講
習
会

令
和
元
年
５
月
13
日

小
川
町
総
合
運
動
場

27
名
参
加

そ
の
他
サ
ー
ク
ル
活
動

・
パ
ソ
コ
ン
同
好
会

月
２
回
実
施
中

・
グ
ラ
ウ
ン
ド
ゴ
ル
フ
同
好
会

月
１
回
実
施
中

広
報
委
員
交
代
の
お
知
ら
せ

本
年
５
月
10
日
付
け
で
広
報
委
員
の

交
代
が
あ
り
ま
し
た
。

新
任
者
　
　
神
保
　
貞
男

退
任
者
　
　
藤
木
　
又
蔵

委

員

会

報

告

熱
中
症
見
舞
金
制
度
に
つ
い
て

会
員
が
就
業
中
や
就
業
途
上
に
お
い

て
熱
中
症
に
よ
り
死
亡
ま
た
は
入
院

（
２
日
以
上
）し
た
場
合
に
見
舞
金
が
支

払
わ
れ
ま
す
。

【
見
舞
金
支
払
額
】

死
亡
見
舞
金
　
　
　
　
10
万
円

入
院
見
舞
金
　
　
　
　

３
日
以
上
　
　
　
５
万
円

２
日

３
万
円
　
　
　

＊
日
帰
り
入
院
は
除
く

シ
ル
バ
ー
派
遣
就
業
に
係
る

保
険
適
用
に
つ
い
て

シ
ル
バ
ー
派
遣
労
働
者
に
は
、
就
業

中
及
び
就
業
途
上
に
事
故
・
災
害
に
よ

り
怪
我
や
病
気
に
な
っ
た
場
合
に
は
、

労
災
保
険
が
適
用
さ
れ
ま
す
。
こ
れ
は

請
負
・
委
任
契
約
で
は
無
か
っ
た
雇
用

関
係
が
生
ま
れ
る
た
め
で
す
。

就
業
相
談
の
開
設
に
つ
い
て
（
予
約
制

で
す
）

令
和
元
年
10
月
よ
り
、
会
員
の
就
業

先
で
の
相
談
ご
と
及
び
未
就
業
会
員
の

方
へ
の
就
業
相
談
を
開
設
致
し
ま
す
。

日
時
　
毎
月
第
２
・
第
４
火
曜
日

午
後
か
ら

※
詳
し
く
は
セ
ン
タ
ー
事
務
所
へ

お
問
い
合
わ
せ
く
だ
さ
い
。

事
務
局
か
ら
の
お
知
ら
せ

◎

開
催
期
間

10
月
31
日
（
木
）
〜

11
月
２
日
（
土
）

◎

開
催
場
所

パ
ト
リ
ア
お
が
わ
ホ
ワ
イ
エ

◎

出
展
受
付

９
月
17
日
（
火
）
〜

10
月
18
日
（
金
）

（
お
問
合
せ
は
シ
ル
バ
ー
人
材
セ
ン
タ
ー

事
務
局
内

創
作
展
実
行
委
員
会
ま
で
）

「
シ
ル
バ
ー
お
が
わ
創
作
展
」

開
催
の
お
知
ら
せ

第16回

植木剪定講習会

◎
会
員
の
皆
様
に
お
願
い

就
業
時
に
お
け
る
事
故
等
が
起
き
な

い
よ
う
、
ま
た
、
ご
自
身
の
健
康
管
理

の
た
め
、
年
に
１
〜
２
回
の
健
康
診
断

を
受
け
て
く
だ
さ
い
。


